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上下水道条例等審査特別委員会会議録 

 

開催年月日 令和８年７月 17日（金） 場 所 議会委員会室１ 

案   件 

令和８年第２回定例会付託条例 

議案第 ８号「富良野市水道事業給水条例の一部改正について」 

議案第 ９号「富良野市公共下水道に関する条例の一部改正について」 

議案第 10号「富良野市簡易水道事業給水条例の一部改正について」 

出 席 委 員 
渋谷議長、石上委員長、松下副委員長、佐藤委員、関野委員、後藤委員、

本間委員 

欠 席 議 員  今副議長 事 務 局 
今井事務局長、藤野書記、

小河書記 

オブザーバー  ― 傍 聴 者  ― 

説 明 員  ― 

開 会 時 刻 １４時００分 実会議時間 ００時間１４分 

 14:15～14:29（14） 休 憩 時 間 ００時間１４分 

閉 会 時 刻 １４時３３分 延会議時間 ００時間３３分 

次 回 日 程  

要 点 記 録 

 

＜概 要＞ 

 

1. 条例改正案に対する委員からの主な意見 

前回の部局説明及び質疑の内容を踏まえ、各委員から次のような意見

が出された。 

・ 水道料金22％、下水道料金27％の改定が必要との試算に対し、（基

本・重量一律）20％の改定としていることについて、将来的な財政

運営への懸念がある。 

・ 施設の老朽化に伴う更新、資材価格の高騰、企業債金利の上昇など

を考慮すると、将来的に料金体系の見直しが必要となる可能性があ

る。 

・ 独立採算制の原則のもと、今後も継続的な経営努力が求められる。 

・ 物価高騰等による市民生活への負担や地域経済への影響を考慮し、

消費者目線に立った判断も重要である。 

・ 審議会において慎重な審議を経てまとめられた答申の内容を尊重す
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べきである。 

・ 審議会答申の附帯意見にある「支援が必要な方に対する施策につい

て」は、福祉的な視点からも、同じ方向で進みたい。 

・ 経営努力を前提としたうえで、20％の料金改定はやむを得ないと考

える。 

2. 付託条例改正案に対する、特別委員会の結論の方向性 

・ 将来的な経営課題に対する懸念はあるものの、審議会答申を尊重す

るとともに、附帯意見の着実な実施及び継続的な経営努力を求め、

本件については「原案のとおり可決すべきもの」と結論付ける方向

で一致した。 

3. 今後の委員会開催について 

・ 正副委員長及び事務局にて最終報告案を作成する。 

・ LINE WORKSを通じて各委員へ共有し、内容の確認及び校正を行う。 

・ 必要に応じて委員会を招集し、協議する。 

 
 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第27条の 

規定により、ここに署名する。 

         委員長  石 上 孝 雄 


